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予
リ
l
ズ

刊
年
を
振
り
返
っ
て
⑩

「
心
豊
か
な

街
"
つ
く
り
を
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
八
年
六

月
十
日
、
米
軍
機
に
よ
っ
て
撮
影
さ

れ
た
も
の
。
当
日
の
愛
媛
新
聞
を
見

る
と
、
県
内
各
地
は
台
風
第
二
号
に

見
舞
わ
れ
被
害
甚
大
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。肱
南
地
区
の
歴
史
を
調
べ
て
み
て

も
、
肱
川
の
恵
み
と
は
逆
に
洪
水
と

の
闘
い
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

城
下
町
大
洲
の
風
景
は
、
高
い
所

に
上
が
っ
て
町
を
見
お
ろ
す
と
よ
い
。

城
山
、
法
華
寺
、
大
洲
神
社
と
、
高

所
か
ら
見
渡
す
と
瓦
の
屋
根
が
点
在

し
て
素
朴
な
風
景
が
拡
が
る
。

町
を
歩
<
と
、
こ
の
と
こ
ろ
、
力

一
フ
|
舗
装
、
白
壁
通
り
な
ど
の
工
事

が
進
み
、
美
観
地
区
と
し
て
の
様
相

を
呈
し
て
き
で
楽
し
く
な
る
。
し
っ

と
り
と
し
た
情
緒
を
漂
わ
せ
て
い
る

こ
の
地
域
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
肱
南
地
区
に
住
み
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
「
先
哲

の
業
績
と
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
調
和

さ
せ
て
い
く
か
」
、
「
高
齢
化
社
会
が

進
展
す
る
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
魅
力

あ
る
ま
ち
ゆっく
り
が
で
き
る
の
か
」
、

心
豊
か
な
人
々
の
住
む
ま
ち
の
実
現

を
め
ざ
し
た
い
。(
写
真
提
供
一
桝
田

二
郎
氏
/
文
提
供
一
古
岡
智
稔
氏
)
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市
民
の
期
待
を
背
負

-
一十一

一
人
の
新
議
員
決
ま
る

ザコ

て

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
、

二
十
五
日
(
日
)
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、

定
数
二
十
二
人
に
対
し
、

人
を
含
む
二
十
三
人
が
立
候
補
し
て
、

九
月

新
人
五

九
月
十
八
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
の
期
間
中
、

激
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

企市役所大ホールでの開票風景

61 

59 

46 

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
最
も
身

近
な
大
洲
市
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙

は
、
九
月
十
八
日
に
告
示
さ
れ
、
二

十
五
日
、
市
内
二
十
六
ヵ
所
の
投
票

所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
二
十
二
人

に
対
し
二
十
三
人
の
立
候
補
者
が
あ

り
、
少
数
立
候
補
者
に
よ
る
選
挙
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
投
票
率
は
八
四

・
二
八
%
と
な
り
、
前
回
の
八
七
・

三
O
%
を
約
三
%
下
回
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
有
権
者
数
は
二
万
九
千
三

百
五
十
五
人
で
、
投
票
者
数
は
二
万

四
千
七
百
四
十
人
。
有
効
票
は
二
万

四
千
五
百
四
十
三
票
で
し
た
。

開
票
は
、
同
日
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
、
市
役
所
二
階
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
午
後
十
一
時
十
分
に
二
十
二

人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

57 

60 

55 

46 

59 

47 

53 

54 

65 

53 

男

猛

郎

昭

輝

信

勝

書

秋

幸

2 

新
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
十
六
人
、

元
職

一
人
、
新
人
五
人
。
党
派
別
で

は
、
自
民
党
十
八
人
、
公
明
、
共
産

党
が
各

一
人
、
無
所
属
二
人
と
な
り

ま
し
た
。

(
十
月
五
日
以
降
は
、
自

民
党
十
九
人
、
公
明
、
共
産
、
無
所

属
各
一
人
。
)

覧
)内は前回の数字

率百一一小f量

61 

68 

大洲市議選開票結果

〔定数 22)

憲 52 自新

51 自現

自現

自新

自現

公新

共現

無新

自現

自現

自現

自現

自新

自現

自現

自現

自現

自現

無元

自現

自現

自現

自現

男

重

雄

男

策

本

博

誠

平

文

郎

徳

利

一

一

一

敏

亀

保

忠

隆

正

新

正

久

昇

紘

喜

幸

勝

幸

幸

井

田

淵

野

森

首

野

友

水

村

岡

泉

本

田

有権者数 投票者数 投票率

男 13，578人 11 ，262人
82.94% 

(85.42) 

女 15，777人 13，478人
85.43% 

(88.91) 

計 29，355人 24，740人
84.28% 

(87.30) 

54 

(選管最終無効問あん分票は ¥ 

小数点以下切り捨て。年齢は11月1日現在です/

49 

63 

68 

62 

51 

下

保

住

岡

田

谷

元

保

保

向

窪

田

中

大

山

大

有

清

木

音

小

宮

池

山

久

福

吉

黒

大

木

久

久

1397 

1388 

1181 

1263 

1215 

1154 

1110 

1104 

1126 

1116 

1020 

1014 

1013 

1009 

1004 

995 

954 

909 

896 

888 

867 

856 

1061 

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当



わたしたちが選んだ22人の新議員

(
年
齢
は
平
成
六
年
十
一
月

一
日
現
在
で
す
。
敬
称
略
)

敏t、憲3
当新無自

選民

①谷 職新

向2
井ぃ

窪
田

亀
一

(
臼
)

(
日
)

中2
野の

忠E
重h
当菅農自

選民

② 田業現

(
印
)

当平農自

選民

①野業 新

大Z
森t

隆2
雄者

山2
首ふ

正
男

(
必
)

当徳農自

選民

⑤森 業現

(
日
)

新ぇ 2G  
策~ II 辰 l
gI 当徳会公
) 選社明

①森員新

大Z
野の

有f
友i

当阿農共

選産

⑦蔵 業現

ーバ手E

7.E 
当菅農無 73 
所ご選
属

① 田業新

し

み

ず

く

に

ひ

ろ

清
水
久
二
博

(印)

木曽
村t

自

民

現

会
社
役
員

柚

木

当

選

②

h誠i
当新無自 白
選民)

②谷 職現

舌
岡

昇
平

(U
)
 

泉2
宮
本
喜
一
郎

自

民

現

会
社
社
長

八

多

喜

d
当

選

③

(
日
)

池U
田だ

申
き
の
り

幸
徳

山
下

勝土
手IJt

久〈
イ呆ぽ

幸3

福?
イ主Z

幸3
男者

吉
岡

(
臼
)

a‘ 
当上農自

選須民

② 戒業現

(
日
)

当成農自

選民

③能業 現

(
日
)

自

民

現

会
社
役
員

八

多

喜

当

選

⑤

(
侃
)

当 柳農自

選民

②沢業現

た
け
し猛

(弘)
当若農自

選民

②宮業 現

黒i
田だ

い
ち
ろ
う

一
郎

(臼)

大Z
谷E

蕎t
昭?

木き
π: 
秋?
輝;

久〈
イ呆ぽ

幸
信

無
所
属
元

十
月
五
日

以
降
自
民

農

業

成

能
当

選

④

(
的
)

当稲農自

選民

②積 業現

(
臼
)

当市団自
体
選役民

⑥木員現

(
臼
)

当大商自

選民

③ m'l業現

(~事

3 



大
洲
市
議
会
議
長

大

森

隆

雄

任

ごあいさつ

正副議長

就

大
洲
市
議
会
副
議
長

田

淵

保

男

平
素
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
の

発
展
の
た
め
に
、
格
別
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
わ
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
で
私
、
去
る
十
月
五
日
の
臨
時

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も

副
議
長
の
重
職
に
ご
推
挙
い
た
だ
き

豊
穣
の
秋
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
壮
健
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

不
肖
私
、
こ
の
た
び
の
市
議
会
議

員
改
選
後
初
の
臨
時
市
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
栄
あ
る
第
三
十
五
代
議
長

に
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

衷
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
当
市
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を

考
え
て
見
ま
す
と
き
、
四
国
縦
貫
・

横
断
自
動
車
道
の
建
設
、
地
方
拠
点

都
市
の
整
備
、
そ
し
て
最
も
重
要
な

案
件
で
あ
り
ま
す
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

に
伴
う
中
予
分
水
問
題
な
ど
、
い
ず

れ
を
取
り
上
げ
ま
し
で
も
市
の
将
来

を
左
右
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

山
積
み
し
て
お
り
、
今
後
に
向
か

っ

て
の
誤
り
の
な
い
対
応
と
、
積
極
的

号
明
d
h芯
吹
切
砂
旬
。
制
的
h
J恨
伊
噌
勿
前
h
k花
。
ゆ
伊
ゆ

ω品
ゐ
芯
弘
文
砂
。
"
。
ゆ
伊
防
h
y
m

就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

今
更
な
が
ら
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
上
は
決
意
を
新
た
に
し
、
職

務
を
全
う
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
本
市
は

待
望
の
高
速
道
路
着
工
を
間
近
に
し
、

ま
た
、
地
方
拠
点
都
市
の
整
備
な
ど

今
後
地
域
の
様
相
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
新
し
い
農
業
の
確
立
や
、

高
齢
化
時
代
に
対
応
す
る
福
祉
充
実
、

な
施
策
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
極
め
て
重
要
な
、
し

か
も
市
制
施
行
四
十
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
時
期
に
議
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

ま
こ
と
に
身
の
引
き
締
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
上
は
議
員
各
位
の
ご
助
力
を

得
な
が
ら
円
満
な
る
議
会
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
一
方
、
車
の
両
輪

の
例
え
の
如
く
理
事
者
と
共
々
に
、

本
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
市
民

お

一
人
わ
一
人
の
幸
せ
づ
く
り
の
た

め
、
懸
命
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
な
お
一
層
の
ご
叱
正
、

ご
教
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

。
ゅ
ψ
o
u開
@

砂

0
0
0ゆ
@

凶

問

。

ゅ

0
0勿
約
v
印

ま
た
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
、
こ

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
数
多
く
ご
ざ
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
本
市
は
、
今
二

十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
新
し
い
都
市

づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
な
施
策
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
私
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
市
議

会
に
あ
っ
て
大
森
議
長
の
も
と
で
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撞
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
二
四
五
回

市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
臨
時
市

議
会
が
十
月
五
日
に
聞
か
れ
、
正
・

副
議
長
の
選
挙
、
委
員
会
構
成
な
ど

の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
、
議
長
に
大

森
隆
雄
氏
、
副
議
長
に
田
淵
保
男
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
関
係
一
件
、
条
例
関

係
一
件
、
人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他

二
件
の
六
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
人
事
案
件
で
選
任
お
よ
び

推
薦
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v
監
査
委
員
音
岡
昇
平
(
中
村
、

四
十
七
歳
)

V
人
権
擁
護
委
員
神

山
議
子

(
上
須
戒
、
五
十
六
歳
)

議

ム一
A

事

人

正
・
副
議
長
の
選
挙

新
し
い
正
・
副
議
長
の
略
歴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

大
森
隆
雄
議
長
四
十
六
歳
、
当
選

五
回
、
市
土
地
改
良
区
副
理
事
長
、

自
民
党
大
洲
支
部
総
務
会
長
、
市
議

会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
。
県
立
大
洲

農
業
高
等
学
校
卒
。
住
所
H

徳
森
二

五
九
九
番
地
の
二

田
淵
保
男
副
議
長
六
十

一
歳
、
当

選
二
回
、
市
議
会
厚
生
文
教
副
委
員

長
、
市
農
業
委
員
、
市
土
地
改
良
区
理

事
な
ど
を
歴
任
。
菅
田
中
学
校
卒
。

住
所
H
菅
田
町
宇
津
甲
七
八
六
番
地
一。

{
市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
改
選
}

(
O委
員
長
、

O
副
委
員
長
)

( 

4 

臨
時
市
議
会

総
務
商
工
委
員
会

O
山
下
勝
利
、

O
木
村
誠
、
宮
本
喜
一
郎
、
大
谷
毒

昭
、
久
保
幸
信
、
大
森
隆
雄
、
久
保

幸
一
建
設
農
林
委
員
会

O
清
水

久
二
博
、

O
吉
岡
猛
、
山
首
正
男
、

中
野
忠
重
、
田
淵
保
男
、
黒
田

一
郎
、

木
元
秋
輝
厚
生
文
教
委
員
会
。

池
田
幸
徳
、

O
窪
田
亀

て

有

友
正

本
、
向
井
敏
憲
、
福
住
幸
男
、
キ
ロ
岡

昇
平
、
大
野
新
策
、
小
泉
紘
文
議

会
運
営
委
員
会

O
小
泉
紘
文
、

O

大
野
新
策
、
福
住
幸
男
、
久
保
幸
信
、

久
保
幸
一
、
木
元
秋
輝
大
洲
喜
多

衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員
大
谷
寄

昭
、
吉
岡
猛
、
山
下
勝
利
、
久
保
幸

一

八
幡
浜
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
議
員
木
元
秋
輝
肱

川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

。

久
保
幸
信
、

O
清
水
久
二
博
、
窪
田

亀
一
、
吉
岡
猛
、
田
淵
保
男
、
大
野

新
策
、
小
泉
紘
文
同
和
対
策
特
別

委
員
会

O
福
住
幸
男
、

O
黒
田

一

郎
、
大
谷
署
昭
、
木
村
誠
、
池
田
幸

徳
、
久
保
幸
一
地
方
拠
点
都
市
対

策
特
別
委
員
会

O
小
泉
紘
文
、

O

木
元
秋
輝
、
清
水
久
二
博
、
池
田
幸

徳
、
山
下
勝
利
、
音
岡
昇
平
、
大
野

新
策
決
算
特
別
委
員
会

O
黒
田

一
郎、

O
久
保
幸
信
、
窪
田
亀

一、

木
村
誠
、
山
下
勝
利
、
木
元
秋
輝



市
制
施
行
刊
周
年
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す

大
洲
市
が
生
ま
れ
て
四
十
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

部
を
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
ま
し
た
。

大洲市制断:4()周年記念事業

さわやめい
ー~こ主三コン

.@
耐

A上 9月6日ω林家こん平、木久蔵
による落語会が開かれました。開

演と同時に場内は笑いの渦に包ま

れました。

炉右 8月6日出レニングラード国立
舞台サーカス。ハラハラ ・ドキド

キの連続で子どもたちは大喜びで

した。

a右下 8月28日(日)大洲吹奏楽祭には、
県警音楽隊をはじめ数多くのブラ

スパンドの参加がありました。

4左.左下 9月10日出愛媛能大効111公
除演では、大蔵流狂言、観世流能が

披露されました。また、これに先

だち児童狂言鑑賞会も開な想、市

内小学校5・6年生が『附子』を
鑑賞しました。

ぉ完
お盟
関ず握
催浪詰
さ漫壬
れ祭霊
ま'94!e 
すが童

大
洲
の
明
治
は
、
舟
運
と
製
糸
に

花
咲
き
、
大
正
に
か
け
て
一
つ
の
隆

盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約

一
世
紀
を
経
た
現
在
、
当
時
の
香
り

を
残
し
な
が
ら
も
、
大
洲
の
ま
ち
は

大
き
な
変
ぼ
う
を
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
古
き
良
き
時
代
の
大
洲
を
再

現
し
た
、
『
お
わ
ず
浪
漫
祭
』
が
十
一

月
の
『
大
洲
ま
つ
り
』
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
/

【
日
時
}

【
場
所
}

十
一
月
二
日
附
、
三
日
同

わ
お
ず
赤
煉
瓦
館

お
は
な
は
ん
通
り

{
内
容
}
・
カ
フ
ェ
浪
漫
亭
・
変

身
写
真
館
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
・

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
・

は
い
か
ら
結
婚
式
・
時
代
露
庖
・

号
外
屋
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
人
力

車
運
行
・
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
似
顔
絵
パ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス
・
紙
芝

居
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ブ
ラ
ス
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
演
奏
会

(
内
容
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
)

5 



員の給与状況
大 洲 市

(1) 人件費の状況(普通会計決算)

喚問抗野|歳出額 AI実質収支|人件費 B I法九ヂ 14(重品件費率
31似人 11時 8，005万円|仰，4町円 [29億7，485万円

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 *‘b 口 与 費
区分

A *会口 車ヰ 職員手当 期末・勤勉手当

6年度 413人 13億8，202万円 l億7，445万円 6億5，958万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

20.1% 21.4% 

1人当たり

計 B 給与費(B/A) I 

22億1，605万円 537万円

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(6年4月1日現在)

般 イ'丁ー 政 職 技 ぷH‘LEd 労 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 283，565円 299，357円 38.5歳 224，019円 232，587円 38.11歳

国 291，258円 38.7歳 268，502円 47.8歳

(4 ) 職員の初任給の状況(6年4月1日現在)
大 治| 市 国

区 分
採用 2年経過日 採用 2年経過日

初 任 給
1川，、品Zコ 和十 害頁

キ刀 任 給
車合 来十 額

大学卒 164，900円 178，400円 164，900円 178，400円
一般行政職

高校卒 134，900円 144，200円 134，900円 144，200円

(i主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5 ) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(6年4月1日現在)

区 分 経験年数 8年 経験年数21年 経験年数25年

大学卒 219，080円 360，200円 397，667円
一般行政職

高校卒 184，000円 293，450円 350，914円

高校卒
技能労務職

中学卒 139，700円 233，200円 271，850円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

6 
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(6) 一般行政職の級別職員数の状況(6年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計

標準的な職務内容
主事 下級 上級

主査 係長
専門 課長

課長 部長
補 主事 主事 員 補佐
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 数 31 61 10 55 72 38 33 25 71332 

% % % 。% % % 。ん 同 % 時

構 成 上七 9.3 18.4 3.0 16.6 21. 7 11.5 9.9 7.5 2.1 100 

1年前の % % % % 略 % 。ん 弛 % 
100 % 

構成比
10.7 15.9 4.9 17.1 22.6 9.5 9.2 8.3 1.8 

参考
5年前の % % 略 % 部 % 鴨 % 。ゐ 鴨

構成比
5.1 14.3 12.7 23.9 16.2 10.5 7.7 8.0 1.6 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

(8) 職員手当の状況 区 分 合計
内

一級行政職 技能労務職
区 分 大 討'ii 市 国

職 員 数 A 551人 326人 64人

5年度支給割合 5年度支給割合

期末手当 勤勉手当
大

6月期 1.6月分 0.6月分 市洲
期末手当 12月期 2.0月分 0.6月分

4年度
普通昇給期間 (12-24月)を

233人 III人 40人
短縮して昇給した職員数 B 

比 率 B/A 42.3% 34.0% 62.5% 

職 員 数 A 558人 327人 67人

勤勉手当 3月期 0.5月分
国
と

計 4.1月分 l.2月分 同
じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有)

5年度
普通昇給期間(12-24月)を

141人 102人 17人
短縮して昇給した職員数 B 

比 率 B/A 25.3% 3l.2% 25.4% 

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 大

勤続 20年 21.0月分 28.875月分
州i
市 区 分 全 職 種

勤続 25年 33.75月分 44.55月分
国

勤続 35年 47.5月分 62.7月分 と

退職手当
同

最高限度額 60.0月分 62.7月分 じ

( 5年3月

職員全体に占める手当支
45.3% 

給職員の割合

特殊勤務 支給対象職員1人当たり
30，573円

平均支給額

31日現在)
その他の加算措置 定年前早期退職特別措置

(2 %-20%加算)

退 職 日寺 勧奨退職

特別昇給 2号給

自己都合 勧 奨
1人当たり

271万円 2，369万円平均支給額

手 当 手当の種類(手当数) 25 

( 5年度) 支給額の多い 研究手当老(医人療ホ)、精勤薄者手(児当)施設勤
代表的 手当

務手当、 ーム務 、税務
職手当

な手当
多くの職員に 出納員手当、 現手(児場当)監施督設勤手当、税務職の名称 支給されてい 手当、精ム薄勤者 務手当、老
る手当 人ホー 務

(注)職務手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
職員に支給された平均額です。

区 分 内 n廿h・ 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人目まで5，500円、その他1，000円、配偶者のない職員の

同
扶養親族l人目11，000円。一定の年齢の扶養親族l人につき1，000円を加算。

住居手当
借家居住者一家賃と12，000円の差額が11，000円に達するまでその差額を支給 (支給限

同
度額27，000円) 持家居住者一1，000円(取得後5年以内2，500円)

通勤手当
通勤距離片道 2krn以上 交通機関利用…運賃相当額

異
交通用具利用者については、国の

交通用具利用・・・運賃相当額の約65% 定額方式に対し定率方式を採用

(9) 特別職の報酬等の状況(6年同 1日)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市 長 950，000円
( 5年度支給割合)

助 役 736，000円
6月 l.6月分

収 入役 643，000円
12月 2.0月分

5義 長 475，000円
3月 0.5月分

副議長 385，000円
計 4.1月分

3義 員 352，000円

時間外勤務手当

年度 支給総額 職員l人当たり支給年額

4年度 6，503万円 118千円

5年度 6，982万円 125千円



十
月
及
び
十

一
月
は
、
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。
期
間
中

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
国
民
年
金
制

度
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
現
在
、

今
後
予
想
さ
れ
る
超
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
、
老
後
生
活
の
安
定
を
社
会

全
体
で
考
え
、
お
互
い
に
助
け
合

つ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
で
、
公
的
年
金
制
度
の
国
民

年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
と
し
て

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
国
民
全
員
が
加
入
し

保
険
料
を
納
め
て
、
高
齢
者
を
支
え
、

自
分
た
ち
が
年
を
と
る
と
、
次
の
世

代
の
人
々
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る

「世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組

み
で
す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
現
在
の

高
齢
者
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
自
身
の
安
定
し
た
老
後
生
活
を
確

実
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
老
後
を
迎

え
る
た
め
に
、
国
民
年
金
制
度
を
正

し
く
理
解
し
、
若
い
時
か
ら
し

っ
か

り
と
し
た
老
後
の
生
活
設
計
を
し
ま

し
ょ
h

フ
。

冒
予
防
接
種
法
が
・
・

E
一

聞

-
u
E品
t
p地
官
p
d官

I弘
ド
d
ヰ
ド
ι
乱
ド
d
ヰ
ド
d
弘
ド
d
弘
ド
4
ヰ
ド
品
ゆ
ド
品
4
ド
品
ψ

ヤ
均
車

E
-改
正

に

な

り

ま

し

た

畠

体
制
の
整
備
、
健
康
被
害
に
対
す
る

救
済
措
置
の
充
実
な
ど
が
強
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
状
況
の
変
化
に
よ

り
、
十
月
一
日
か
ら
予
防
接
種
法
の

大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

て
予
防
接
種
を
「
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
か
ら
「
受
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

に
緩
和
さ
れ
る
。

二
、
対
象
疾
病
の
変
更
に
よ
り
、
新

し
く
破
傷
風
が
加
わ
り
、
天
然

痘
、
コ
レ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
ワ
イ
ル
病
の
四
種
類
が
は

ず
れ
、
任
意
予
防
接
種
と
な
る
。

三
、
副
作
用
の
発
生
を
で
き
る
だ
け

予
防
接
種
は
、
感
染
症
が
流
行
す

る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
予
防
接

種
を
受
け
た
本
人
が
感
染
症
に
か
か

ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
す
る
と
い
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
、

世
界
中
か
ら
天
然
痘
を
な
く
し
、
日

本
か
ら
小
児
マ
ヒ
を

一
掃
し
大
き
な

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

近
年
は
、
衛
生
水
準
の
向
上
や
医

療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
重
い
感
染
症

の
発
生
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た、

一
方
ま
れ
に
予
防
接
種
の
副
作

用
に
よ

っ
て
健
康
被
害
を
被
る
こ
と

が
あ
り
、
予
防
接
種
を
行
う
た
め
の

十
月
七
日
か
ら
松
山
市

一
番
町
三

丁
目
(
大
街
道
一
番
町
口
近
く
)
に

「
松
山
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー」

が
開
設
さ
れ
、
厚
生
年
金

・
国

民
年
金
の
年
金
相
談
や
年
金
の
請
求

手
続
き
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

{
場
所
】
松
山
市

一
番
町
三
丁
目
三

番
地
三

菅
井
ニ
ッ
セ
イ
ピ
ル
二

院
自
{
業
務
取
り
扱
い
時
間
}
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
八
時
三
十
分

1
十
二

時
、
十
三
時

1
十
七
時
ま
で

{
内
容
}
年
金
の
請
求
手
続
き
の
相

談
や
年
金
裁
定
請
求
書
の
受
付
、

源
泉
徴
収
票
や
年
金
額
改
定
通
知

書
な
ど
の
再
交
付
(
再
発
行
)

少
な
く
す
る
た
め
、
個
別
接
種

を
原
則
と
す
る
。

四
、
障
害
年
金
給
付
水
準
の
大
幅
な

改
善
、
介
護
加
算
の
創
設
な
ど

の
救
済
措
置
を
充
実
さ
せ
る
。

五
、
安
全
で
有
効
な
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
知
識
の
普
及

健
康
被
害
に
対
す
る
原
因
調
査
、

ワ
ク
チ
ン
の
改
良
研
究
な
ど
の

充
実
が
図
ら
れ
る
。

※
新
予
防
接
種
制
度
の
対
象
と
な
る

疾
病
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・

ポ
リ
オ
・
麻
し
ん
・
風
し
ん
・
日

本
脳
炎
・
破
傷
風
・
結
核
と
な
り
、

そ
れ
以
外
は
自
由
に
受
け
る
任
意

予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。

(
詳
し
く
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
国
際
家
族
年
と

同
和
教
育
」

(6) 

H

ど
ん
な
子
供
に
育
て
る
か
H

(
そ
の
二
)

い

ま

お

お

し

ゃ

か

い

色

ん

だ

い

A
7
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て

ど
も

せ

カ
い

い
必
「
い
じ
拍
子
な
げ
ル
汗
秩
mw
世
界

に
見
ら
れ
る
様
々
ほ
咽
潤
滑
動
も
、

も
と
を
た
だ
せ
ば
大
入
社
会
の
、
特

a

e

a

n

た

え

い

・

2
A
ろ

あ

た

げ

『

山
親
の
あ
り
方
が
影
響
を
与
え
た
結

果
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

じ
A
A
，‘
3
8
・今

た

に

ん

ミ

と

か

ん

が

こ
う
い
っ
た
状
況
を
他
人
事
と
考

ゃ

え
な
い
で
、
わ
が
家
の
問
題
と
し
て

し
A
付
A

う

と

真
剣
に
受
け
止
め
、
わ
が
子
を
じ
っ

み
れ
婚
お

く
り
と
見
直
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
子
供

を

』

回

し

ゐ

わ

に
育
て
る
こ
と
が
子
供
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
の
か
を
、
よ
く
考
え
て
み
ま

し
ょ
P
7
。

でわ ばい
すせ親ん -2日2
。たので言i常;人2
り偏Zいが生rを
苦i見1る子活士大t
しとこ供の 切Z
め差さとの 中tに
た別2が純Eで す
り心土あ真土、る
しがりな親 子
て子ま 心iの 供
い供すを何Eに
るを 。むげ
の迷i しな

をかと遊ん
しち言いんがば
た やつ だ、ん

こんたら「ご
とと 。ろあは
が楽2ぼくのん
、しくな子の
ふくはこ と日寺;
つ わ、と遊号、

とに今?なばお
んご日2いれか
で つ 、ょんあ
いこみ」。。 さ

No.193 
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人
権
と
同
和
教
育

く
よ
う
な
い
や
な
気
が
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
ど
う
し
て
、

あ
の
子
と
遊
ん
だ
ら
い
か
ん
の
。
」

と
聞
い
て
み
た
。
お
か
あ
さ
ん
は

さ
っ
き
の
よ
う
に
、
「
ろ
く
な
こ

と
な
い
か
ら
。
」
と
言

っ
た
。
ぼ
く

が
す
ぐ
「
な
ん
で
、
ろ
く
な
こ
と

な
い
ん
。
」
と
聞
き
か
え
し
た
。

わ
る
「
悪
い
こ
と
す
る
け
ん
。
そ
れ
に

あ
の
子
の
家
は
:
:
:
。
」
と
言
い
か

け
て
、
す
ぐ
や
め
、
「
と
に
か
く

M

に
い

ど
二
ろ

い
か
ん
の
よ
。
」
と
台
所
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
。

お
か
あ
さ
ん
は
あ
ん
な
に
言
っ

た
け
ど
、
み
か
ち
ゃ
ん
は
何
に
も

悪
い
こ
と
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
、

あ
ん
な
に
言
う
ん
だ
ろ
う
。
ぼ
く

は
テ
レ
ビ
を
見
で
い
て
も
、
み
か

ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
気
に
な

っ
て、

と
て
も
つ
ま
ら
な
く
、
お
も
し
ろ

く
な
か
っ
た
。

よ
く
日
に
な
っ
た
。
妹
は
、
み

か
ち
ゃ
ん
の
と
こ
へ
だ
ま
っ
て
遊

び
に
行

っ
た
。
で
も
ぼ
く
は
、
お

か
あ
さ
ん
の
言
葉
が
心
に
か
か

っ

て
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な
か
っ

よ
わ
む
し

た
。
ぼ
く
は
何
だ
か
弱
虫
に
な

っ

た
み
た
い
だ
っ
た
。

は

ほ

お

や

た

い

ど

こ
の
よ
う
な
母
親
の
態
度
が
、
子

供
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

親
は
わ
が
子
に
、
『
拘
友
達

「
人

一
人
が
人
間
と
し
て
の
尊
さ
を
持

つ

っ
た

で
い
坊
の
で
す
よ
』
と
伝
え
る
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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9月9日陰) 砂
市内の老人福祉施設

(希望ケ丘荘、富士

寮、清和圏)き桝田

市長n:訪問レ、 「い
つ~でちお元気で」

と記念品き手渡レま

じた。

秋の全国交通安全運動n: 9 月 21 日 ~30 日 iこ h'げで行わ
れました。
....9月8日(木)総務長官h'1うのメ、γセ一予定預つだ交
通安全キゃうパン隊n:大洲市き訪れ、石本絹代さんn:桝
田市長12 メ Vセ一三:'8"伝達レ~レ定。‘9月21日(桐大洲警察署と大洲交通安全協会n:、オ
ートパイ26台とパトア7一、白パイ怠どでパレードを行い
うートベルトの着用怠どを呼び掛けまレた。

ム I 9月11日(日)市制施行40周年記念砂
警護議僻 事業としで「内ヌ-¥¥;ーリンヴ肱)IIJ 
n:開催され100艇余りのfJ又ーが肱川
き下LJまレた。

‘9月9日(金:)r救急の日」のごめ目、
消防署h'l-う「一日救急隊長J12任命さ

れたミス大洲の山本陽子さんや、喜多

保育所の園児、保護者、看護婦せん約

100人n:パレード宏行い、救急車の正
レい利周忌どを呼び掛けまレだ。

9月14日体)澱町12あ3弁財天のすi堂の 砂

天井絵き、日本画愛好家ヴ/しーブn:描き~じだ。

これき作成レだの16、「柳糸会J(代表矢野糸枝

さん)の皆さんで、 60枚の天井板12四季の花き
描き歩レだ。毎月、 4のつく日12a'l堂玄関放レ

でいます。‘9月19日(月)大洲の秋の味覚き全固め人々に
味わってちらすiうと、今年七 「ゅうパ、γヴ大洲

いちだきセ、νト」の初荷出発式n:行われまレだ。

‘. 9月5日(月)敬老の日き前12
数九年 100歳以上の高齢者き桝
田市長斤訪閉じ、記念吐きまZE
レまレだ。市内最高齢の東新太

さん (101歳 ・平地)宅で16、耳
n:不自由怠東さんと筆談で長寿
の秘けつ怠どを話レ吉正レだ。

( 

( 



水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

法
令
に
よ
り
八
年

以
内
に
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
市
で
は
毎
年
計
画
的
に
メ
ー

タ
ー
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
古

い
メ

ー
タ
ー
ボ

y
ク
ス
で
は
装
置
が
入

り
き
れ
ず
、
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
替
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
o

v
メ
ー
タ
ー
と
止
水
栓
は
、
市
の
負
担

に
よ

っ
て
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
が
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
水
道
加
入
者
で

あ
る
皆
さ
ん
の
所
有
物
で
あ
り
、
加
入

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
と
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

取
り
替
え
に
ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
定
し
十
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
決
定
に
よ
り
十
月

一
日
以
降
労

働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
日
四
、
三

八
六
円
(
一
時
間
五
五

O
円
)
以
上
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
労
働
基
準
局
賃
金
課

合

0
8
9
9
⑮
2
1
0
1

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

8
0
8
9
4
⑫
1
7
5
0
 

11月は 「建設雇用改善推進月間」 です/
建設業に働 く方の雇用の改善は進んで、いますか?

建設業を営む事業主の皆さん、入手不足が一層深刻化しています。

建設業に働く方の雇用の改善を進めましょう。

詳しいことはお気軽に安定所までご相談ください。

ハロ ー ワ ー ク大洲
(大洲公共職業安定所) TEL 24-3191 

ddι
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唱
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d
d
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d
d
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d
d
d
d
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d
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d
d
d
d
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t
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d
h内
t
r
r
t
t
t
t
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
k
t
r
t
r
r
r
r
r
o九
b
bら
み
ら

b
bみう
v
r
r
r
v
b
q
p
b吊
。
ル
ら
み

b
みろ

v
o
b
bル
み

ま

ご

こ

ろ

の

菅

田

町

松

本

大

次

郎

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

お

く

り

も

の

上

須

戒

小
川

岸
岳

九
月
三
十
日
分
ま
で

(

敬

称

略

)

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
上

金

一
封

(

喜

多

地

区

社

協

へ

)

鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

村

田

作

芳

若

宮

亀

井

一
幸

金

一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協

・
平

地

下

手

成

佐

野

満

寛

鶴
寿
会
へ
)
平
野
町

谷
本
み
ど
り
(
物
品
の
口
座
)

金

一
封

(

二

一

善

地

区

社

協

へ

)

ぬ

い

ぐ

る

み

二

十

一

個

(

市

内

保

東
宇
山

矢

野

春

男

育

所

へ

)

柚

木

白

石

達

也

金

一
封

(
三
善

地

区

社

協

へ

)

あ

た

た

か

い

善

意

を

あ

り

が

と

う

ご

東

宇

山

松

岡

賓

ざ

い

ま

し

た

。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
市
社
協
せ
で
い
た
だ
き
ま
す
。

へ

)

菅

田

町

松

本

裕

史

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

ハローワーク大洲からのお知らせ

秋の全国火災予防運動

(11月9~ 15 白 )

図書館

新
刊
図
書
案
内

学
校
図
書
館
を
育
て
る
伊
沢
ユ
キ
エ
・
他
編

新

宗

教

と

日

本

人

浅

見

定

雄

著

自
分
を
変
え
る
本

D
-
R
・
リ
ソ
著

ひ

と

す

じ

の

道

船

山
信

一
著

夢
解
釈
の
本

E
・
ケ
イ
シ

l
著

ほ
ど
ほ
ど
人
生
の
す
す
めひ
ろ
さ
ち
ゃ
著

父

・
中

野

正

剛

中

野

泰

雄

著

考
古
学
へ
の
招
待

J

・
デ
ィ

l
ツ
著

も
う
ひ
と
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
行
後
藤
ぷ
た
ば
著

日
本
温
泉
旅
館
大
賞
の
本

日
本
温
泉
旅
館
大
賞
選
考
委
員
会
編

謎

の

丹

波

路

春

木

一
夫
著

ア

ジ

ア

の

勃

興

邸

永

漢

著

私
の
日
本
改
革
論
日
本
経
済
新
聞
社
編

楼
井
よ
し
こ
が
取
材
す
る楼
井
よ
し
こ
著

中
国
史
の
目
撃
者
J

・
ロ
ド
リ

ァ
ク
著

教

職

へ

の

招

待

宇

田

川
宏

・
他
著

政

変

劇

の

舞

台

裏

鈴

木

哲

夫

著

生
涯
学
習
の
創
造
香
川
正
弘

・
他
著

森

を

楽

し

む

上

野

英

世
著

猛

毒

動

物

の

百

科

今

泉

忠

明

著

サ
ル
の
食
卓

中
川
尚
史
著

健
康
を
創
る
ヒ
ン
ト
日
野
原
重
明
著

診
療
室
に
き
た
赤
ず
き
ん
大
平
健
著

奇
才

・
異
才
の
科
学
者
た
ち深
見
輝
明
著

高
齢
者
に
や
さ
し
い

3
世
代
住
宅

糊
沢
成
明
著

水

辺

の

科

学

鈴

木

静

夫

著

日
本

農

政

を

見

直

す

農

文

協

や
さ
し
い
油
絵

P
・
セ
リ
グ
マ
ン
著

川
釣

り

入

門

主

婦

と

生

活

社

世
界
美
術
史

M-
ホ
リ
ン
グ
ス
ワ
l
ス
著

10 

日
本

画

茶

花

事

典

東

方

出

版

世
界
の
美
術
館
ガ
イ
ド
1
・
2
講
談
社

激

石

論

芳

川
泰
久
著

池
波
正
太
郎
を
読
む
常
盤
新
平
著

平
成
と
っ
て
お
き
人
生
川
柳
榎
本
勝
起
編
著

日
本
現
代
文
学
大
事
典

明
治
書
院

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に

B
・ヴ
ィ
ア
ン
詩

見
え
な
い
風
景

山
田
正
紀
著

江

戸

間

小

路

羽

太

雄

平

著

夢

魔

の

森

小

沢

章

友

著

も
う
猫
の
た
め
に
な
ん
か
泣
か
な
い

柾

悟

郎

著

花

の

こ

こ

ろ

橋

田

毒

賀

子

著

は

る

さ

き

の

へ

び

椎

名

誠

著

母
の
影

北

杜
夫
著

甲

比

丹

森

諸

子

著

母
な
る
凪
と
父
な
る
時
化
辻
仁
成
著

時

の

ほ

と

り

で

津

地
久
枝
著

笑
犬
楼
よ
り
の
眺
望
筒
井
康
隆
著

本
欄
か
ら
猫
じ
ゃ
ら
し
群
ょ
う
こ
著

江
戸
の
女
、
い
ま
の
女
板
坂
耀
子
著

ソ

フ

ィ

ア

の

歌

五

木

寛

之

著

こ
の
国
の
か
た
ち
四
司
馬
遼
太
郎
著

イ
ン
パ

l
ル
の
挽
歌
上
村
喜
代
治
著

軍

医

の

ビ

ル

マ

日

記

塩

川
優

一
著

水

議

後

伝

陳

悦

作

い
く
と
せ
故
郷
に
き
て
み
れ
ば

R
・
ト
ウ
ル
ス
キ
著

エ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
ド
ブ

R
-ロパ
l
ツ
著

日
月
生
涯
学
習
講
座
こ
案
内

日
月
ロ
日
ω

(
9
時
却
分

1
)

O
先
覚
偉
人
に
学
ぶ
郷
土
の
文
化
講
座

講

師

澄

田

恭

一
先
生

日
月
日
日
附

(9
時
ぬ
分

1
)

O
郷
土
関
係
古
文
書
解
読
講
座

講

師

八

島

龍

晴

先

生

図

書

館



第
十
八
回
南
予
地
区

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

(大
洲
会
場
)
の
ご
案
内

県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
を
促

進
す
る
た
め
、
十

一
月
二
日
附

1
三
日

同
の
二
日
間
、
大
洲
市
に
お
い
て
、
「
第

十
八
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

(大
洲
会
場
)
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
口
聞
な
ど
が

展
示

・
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ

い
。

【
日
時
}
日
月
2
日
附
日
時
1
口
時

日
月
3
日
同
日
時

l
M
時

【
会
場
}
大
洲
市
民
会
館

【
ム
お
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政

課
ま
で

2
0八
九
四

|
二
二

l
四

一
一
一

国
民
健
康
保
険

介
ら
の
加
知
ら
せ

今
回
の
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
十
月
一
日
か
ら
、
入
院
中
の
患
者

さ
ん
に
は
、
診
療
や
投
薬
な
ど
の
医
療

費
の

一
部
負
担
金
と
入
院
中
の
食
事
の

負
担
(
標
準
負
担
額
)
と
を
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い
項
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

標
準
負
担
額
は
、

一
日
に
つ
き
六
百

円
で
す
。
た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
人
は
、
市
役
所
へ
の
申
請

に
よ
り
四
百
五
十
円
に
、
さ
ら
に
入
院

が
長
期
に
わ
た
る
人

(一

年
間
に
九
十

日
を
超
え
る
人
)
は
、
三
百
円
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

申
請
に
あ
た

っ
て
は
、
保
険
証
(
老

人
医
療
受
給
者
証
を
含
む
)
と
印
鍛
を

ご
持
参
の
う
え
、
市
役
所
保
険
環
境
課

へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

認
定
さ
れ
ま
す
と
、
国
民
健
康
保
険

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
へ
保
険
証
と
い
っ

し
ょ
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
証
の
様
式
が

一
部
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、

A
7
お
手
持
ち
の
保
険

証
は
、
従
来
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
制
度
改
正
に
つ
き
ま
し
で

は
、
九
月
末
に
お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
保
険
環
境
課
国
保
係
・

老
人
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

0
8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
6

1
・
2
6
2
)

子
育
で
支
援
電
話
相
談

の

加

知

ら

せ

愛
媛
県
で
は
、
中
央
児
童
相
談
所
(
松

山
市
御
幸
二
丁
目
)
に
お
い
て
、
子
育

て
支
援
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
、

(育
児
、
保
健
、
教
育
、
非
行
、
い
じ

め
等
)
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
悩
み

や
心
配
ご
と
に
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、

高
度
の
専
門
的
知
識
が
必
要
な
場
合
は
、

専
門
の
弁
護
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
時
間
は
、
土
日
を
含
む
毎
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
す
。

(祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
)

V
電

話

8
0
8
9
9
⑫

A
せ

1
ょ
に
d

つ臼

V
フ
ァ
ッ
ク
ス

8
0
8
9
9
⑫

a仏
τaaτ
巧，
，

可

i

あ
ち
だ
の
や
さ
レ
さ
き

ル
ワ
ン
q
難
民
巴
/-

社
団
法
人
ア
フ
リ
カ
協
会
で
は
、
激

し
い
内
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
三
百
万

人
程
の
難
民
が
発
生
し
て
い
る
ル
ワ
ン

ダ
の
人
々
に
対
し
て
「
難
民
救
援
募
金
」

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

今
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
極
度
の
食

糧
不
足
、
飲
料
水
不
足
の
う
え
、
伝
染

病
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が

命
を
落
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
や
さ

し
さ
を
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
他
ア
フ
リ
カ
協
会
の
連
絡
先
】

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

一

十

一

二

8
0
3
1
3
5
0
1
1
8
7
8
 

h
0
3
0
3
5
0
l
'
1
8
7
9
 

【
ル
ワ

ン
ダ
難
民
救
援
募
金
口
座
】

V
募
金
口
座
名
一
ア
フ
リ
カ
の
食
糧

危
機
を
救
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(郵
便
振
替

一
0
0
1
7
0
t
5

1
7
6
9
6
7
9
)
 

※
振
替
用
紙
の
備
考
欄
に
「
ル
ワ
ン
ダ

募
金
」
と
記
入
す
れ
ば
、

一
月
三
十

一
日
ま
で
手
数
料
を
免
除
さ
れ
ま
す
。

吋
ー
ピ
ス
業
基
本
調
査
に

ご
協
力
さ
郡
願
い
レ
ま
す

総
務
庁
で
は
、
十
一
月
一
日
現
在
で

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
に

属
す
る
事
業
所
の
産
業
、
従
業
者
規
模

な
ど
の
基
本
的
構
造
及
、
び
事
業
収
入
、

経
費
な
ど
の
事
業
活
動
を
調
査
し
、
経

済
対
策
を
始
め
と
す
る
各
種
行
政
施
策

(有)オクダ設備

ft24-3674 

久保鉄工所

ft26-0537 

神田鉄工所

合 24-4122

(有)アサノ設備

会 24-0783

城戸電業社

ft25-2944 

佐藤水道庖

合 24-4410

鮒土居鉄工所

含 24-4519

浜住設備

含 25-4645

傭)南予水道住設

ft25-1350 

滝 田 水道庖

ft25-0901 

(有)星加水道設備

合 26-0020

中野管工事工業

霊堂24-3792

徳森設備

合 25-4023

西田水道庖

ft26-0265 

(布丸電工業

ft24-5351 

淳 山 水道工事庖

ft24-2583 

(有)三原設備

ft24-3783 

伊予屋住設

ft24-2541 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

岡福水道工事庖

合 24-3656

※詳しくは水道課まで ft24-3753

11月3日(木)

11月5日出

11月6日(日)

11月12日出

11月13日(日)

11月19日出

11月20日(日)

11月23日(7t)

11月26日出

11月27日(日)

の
企
画
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

今
回
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
は
、

全
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
事
業
所
の
中
か
ら

総
務
庁
が
統
計
的
手
法
に
よ
り
抽
出
し

た
も
の
で
す
。

な
お
、
調
査
事
項
は
統
計
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
企
画
調
整
課
情
報
統
計
係
ま
で
。

告

(ω
2
1
1
1

(内
線
3
4
2
)

大
洲
ま
ち
づ
く
り

ご/
、/
ポ
シ
ウ
仏
玄
関
催

最
近
、
全
国
各
地
で
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
「
ま
ち
守
つ
く
り
、
む
ら
お
こ

し
」
へ
の
試
み
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
洲
市
内
で
も
、
数
多
く
の
団
体
や
組

織
が
誕
生
し
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
団
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
、
ま
ち
、
つ
く
り
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
}
日
月
初
日
四
日
時

1
日
時

{
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

9月末までの

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

件 数 188 190 

負傷者 253 255 

死 者 8 4 
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目至J

4・
相談ご
副
司

'94 

い
す
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

日

月

8
日

例

叩

時

1
日
時

日
月
幻
日
間
日
時

1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

日
月
日
目

別

叩

時

1
日
時

場
所

三
善
連
絡
所

日

時

日

月

幻

日

冊

目

時

1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【心
配
こ
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法

律

相

談

第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

含
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
u
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

ず広報おお

日
時

日
月
幻
日
開

9
時

l
u
時

場
所

市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、

合
⑪
3
6
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

日
月
4
日
幽
、

幻
日
間

O
土
寸

1
6
寺

可
E
4
門
附

M

司
自
ム

門

"
M

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

含
(
ω
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑫
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

日
月
日
日
ω

9

時
l
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

冊
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
含
⑫
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合
⑫
7
8
3
0

【定
期
税
務
相
談
】

日
時
日
月
日
日
山
田
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

保健センターだより

.乳児健康診断.

11月1日伏) 平成6年6月生※

11月10日(木) 平成 5年4月生

11月15日例平成5年12月生※

11月24日(木)平成 3年10月生

※は肱南、久米、肱北、喜多、平

地区のみ

受付時間

実施場所

持参品

宮 24-3ワワ5

1 3時~1 3時30分

大洲市保健センター

母子手帳

.乳幼児育児相談.

実施日 11月8日伏)
該当者肱南、久米、肱北、喜

多、平地区の乳幼児

9 時30分~ 11時

大洲市保健センタ ー

母子手帳

|休|日|急|患|診|療|
小川整形医院(三の丸)

ft23-5596 

11月3日

(木)

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

中塚内医院(西大洲)

.健康相談.

日時 11月9日(水)
9 時~ 12時、 13時~15時

市役所大ホール

11月24日(木)
9 時30分~12時

1 3時~15時

大洲保健センター

受付時間

実施場所

持参品

11月6日

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

日
月
4
日
山
田

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
u
時

丸

三

産

業

日

時

初

分

1
日
時

喜
多
医
師
会
病
院
5
主
寸

5

、71
6
土
寸

ο斗
7

1
4
n
ロ寸
i
ノ
「ノ

1
A
H
M
司
u
ノ
一

実
施
日
日
月
四
日
附

場

所

時

間

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

日
時
叩
分

1
日
時
叩
分

大
洲
郵
便
局
日
時
却
八
万

1
日
時
却
分

場所

日時

ft24-0606 (日)

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

東大洲城戸眼(東大洲)

ft24-1010 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大久保内医院(八多喜)

11月13日

(日)

11月20日

大実
洲士場施
市日
役所
所 11
月
15 

10 日
時時伏)

17間
日寺

歯

科

本目

合 26-1131

大洲中央病院(東大洲)

(日)百炎

実

施

日

内

容

日
月
日
日
同
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

日
月
初
日
附
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
け
付
け
は
日
時
か
ら
で
す
。

日
月
初
日
制
高
齢
者
歯
科
相
談

歯
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
け
付
け
は
凶
時
か
ら
で
す
。

い
ず
れ
も
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

告
⑪
3
1
6
5

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

4砂胃及び大腸がん検診.

実施日

11月4日(到南久米連絡所

11月8・9日(火・水) 菅団連絡所

11月15・16日(火・水) 新谷連絡所

11月17日(木) 平野連絡所

受付時間 8 時~ 10時

場所

受診を希望される人は申し込み

が必要です。

胃がん 900円

大腸がん 400円

※70歳以上の人は無料

検診料

12 

含 24-4551

ft24-4646 

石村整形医院(若宮)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

ft23-5767 

菊原外医院(若宮)

加戸病院(若宮)

合 24-5101

11月23日

(水)

11月27日

(日)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

可F 可F 可F

11水 11東 11お
月谷月海月お
27清 5道 2 ず
日照日五日浪
(日) 出 十(:j()漫
1年 1三 1祭
12賀 11次 1194 
月状月木月
11版 23版 3
日画日画日
(日)展休)展 (木)

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

宮
⑪
4
1
1
ー
ま
で
。

{
日
本
語
文
書
処
理

(ワ
ー
プ
ロ
)

検
定
試
験

(3
級
)
】

ロ
月
3
自
国

日
月
9
日
制

試

験

日

受
付
期
限

後

記

十
月
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で

続
い
て
い
た
夏
の
日
差
し
も
弱
ま
り
、

朝
霧
が
た
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
、
新
年
号
の
表
紙
の
写
真
を
撮

影
す
る
時
期
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
早

起
き
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
乳
白
色
の

雲
海
の
向
こ
う
か
ら
登
る
朝
日
は
神
秘

的
で
感
動
物
で
す
。
(
い
)
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